
パームヤシ脂肪酸エステル油
　トップランナー変圧器

採用

トップランナー変圧器に

空気密閉形とは、トップランナー変圧器の標準的な油劣化防止方式であり、
シンプルな構造でメンテナンスが容易です。
化石原料に代わる絶縁油として、環境にやさしい植物由来のパームヤシ脂肪酸エステル
（ＰＦＡＥ）油を汎用変圧器に使用しました。
［ＰＦＡＥ：Palm Fatty Acid Ester］

植物系の電気絶縁油 

空気密閉形 

パームヤシ脂肪酸エステル(ＰＦＡＥ)



■ 循環型環境社会を実現 ■ 生分解性

○ 空気密閉形変圧器は、油中溶存酸素量が多くなり、酸化劣化が促進されるため、酸化劣化に十分耐える絶縁油が

要求されます。PFAE油は、代表的な電気絶縁油の中でも特に酸化安定性に優れています。

 

■ 水分量と絶縁破壊電圧特性

◆環境にやさしい絶縁油

パームヤシ脂肪酸エステル(PFAE)油の特長

　植物油：出典 石油学会
　　　　　第35回 絶縁油分科会研究発表会
　　　　　「エステル系絶縁油品質指針作成専門委員会活動報告」より抜粋
　鉱油：代表値

◆酸化安定性・絶縁破壊電圧に優れた絶縁油

◆この資料は2017年4月発行のものです。 本資料記載の内容は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。 

環境にやさしい絶縁油 

酸化安定性・絶縁破壊電圧に 

優れた絶縁油 

変圧器が長持ちする絶縁油 

ＥＣＯマーク認定を受けた絶縁油 

万が一の漏油時も安心 

酸価が低い 
空気密閉形に最適 
 酸化しやすい環境にも 
 適用可能です 

水分量が多くても、 

絶縁破壊電圧が低下しにくい 

土壌汚染の心配なし 

廃棄時、バイオディーゼルに使用可 

日本化学工業協会技術賞 

「環境技術賞」を受賞 

ＰＦＡＥ油『パステルＮＥＯ（商品名）』は 
ﾗｲｵﾝ・ｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨ・ｹﾐｶﾙｽﾞ株式会社の 
絶縁油を使用しています 
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油変圧器 

スラッジが 
生成されにくい 
（対鉱油） 

変圧器には有効 
 油が劣化しにくいので 
 変圧器の長寿命化 
 につながります 
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安心 
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○ 変圧器の寿命は、巻線絶縁紙の引張り強度(平均重合度)により評価します。 通常、変圧器の運転に伴って

絶縁紙の劣化が進み、機械的強度が低下していきます。この劣化した状態で励磁突流や外部短絡時に発生する

電磁力により巻線に引張力が生じた場合に、絶縁紙が破断し、絶縁破壊につながると変圧器が故障します。

絶縁紙の引張強度と平均重合度の間には相関関係があるため、平均重合度の評価基準として、

寿命レベルを450以下・危険レベルを250以下としています。

○ PFAE油は下記の実験結果が示すように鉱油と比較して水分移行※1が優れているため、

絶縁紙劣化の抑制効果があり、絶縁紙が長持ちし、変圧器の長寿命化となります。

※1：水分移行とは、絶縁紙の水分量が絶縁油に移動する現象

 (1) 絶縁油 (2) 絶縁紙

加熱前 加熱後(105℃、365日後)

加熱前 加熱後(105℃、180日後)

加熱前 加熱後(105℃、365日後)

加熱前 加熱後(105℃、180日後) ■平均重合度 比較グラフ(105℃、絶縁紙、上部空間：空気)

◆変圧器が長持ちする絶縁油
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PFAE油は、鉱油に比べて 

変圧器が長持ち 

酸化安定性に 
優れている 

絶縁紙が 
劣化しにくい 

変色あり 

劣化しにくい 長寿命化 

PFAE油で浸漬 

平均重合度が高い（対鉱油） 
365日後の場合、ＰＦＡＥ油は鉱油の約２倍 

比較グラフより 



◆外形寸法・油量・総質量・付属品
○ ラインアップ：単相10kVA～500kVA、三相20kVA～2000kVA　　表および図はＪＩＳ標準品を示します

◆この資料は2017年4月発行のものです。 本資料記載の内容は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。 

076-475-1122(代) 
〒 936-8558 富山県滑川市法花寺233 

鉱油タイプと同じ 

（注1） 端子間隔XH，YHは1次側、YL/YL1，YL2は2次側を表わします。 

（注2）単相500kVAの二次端子90度変更は不可となります。 


